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アンゴラ共和国月報 

２０１８年９月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●第６回臨時ＭＰＬＡ党大会において，ロウレンソ大統領が同党の党首に選出され，

二頭政治状況が解消された。 

●フィロメノ・ドス・サントス前ソブリンファンド総裁が汚職の疑いで未決勾留され

た。その他，トマス前運輸大臣も資金不正利用の疑いで未決勾留された。 

【外交】 

●ロウレンソ大統領は，ＦＯＣＡＣに先だって行われた中国の習近平国家主席との二

国間会談において，内戦後のアンゴラの国家再建プロセスにおける中国の支援に対し

謝辞を述べた。 

●アントニオ・コスタ葡首相はアンゴラを公式訪問。両国は平等なパートナーであり 

双方の発展に寄与する関係を構築すると述べた。両国は二重課税防止条約を含む諸協

定に署名した。 

●ロウレンソ大統領は，第７３回国連総会の場において自身初となる演説を行った。 

【経済】 

●２７日，ＮＥＣ社が工事を請け負った光海底ケーブルがアンゴラケーブルズ社に引

き渡され，正式に南大西洋ケーブルシステム（ＳＡＣＳ）が稼働を開始する。 

●ＵＮＤＰの発表した２０１７年人間開発指数においてアンゴラは１８９カ国中１４

７位となり，昨年に比して３位順位をあげた。 

●２０１８年第一四半期において，アンゴラ経済はマイナス２．２％成長を記録。

内政 

１．第６回ＭＰＬＡ臨時党大会 

（１）ロウレンソＭＰＬＡ党首の誕生 

８日に開催された第６回ＭＰＬＡ臨時党大会に

おいて，ロウレンソ大統領（前ＭＰＬＡ副党首）

が新党首に選出された。総投票者数は２３４２名

で投票内訳は，２３０９の賛成票，２７の反対票，

６の棄権であり，投票率は９８．５８％であった

（政府系のアンゴラ通信社では９８．５９％と報

じられている(AP 9/8)）。党大会の場において，

約４０年間において党首を務めたドス・サントス

前党首は，自身の任期を振り返り，「人間として，

失敗をおかすことは自然なことであり，自分自身

も間違いをおかした」と自らの非を認める発言を

した(OBS 9/8)。 

（２）ロウレンソ大統領のスピーチ 

ＭＰＬＡの新党首に選出されたロウレンソ大統

領（前ＭＰＬＡ副党首）は，汚職，縁故主義，へ

つらい，刑事免責は，アンゴラ経済に悪影響を及

ぼしている主要な要因となっており，これらを是

正すると同時に，アンゴラのもっている良い部分

を伸ばしていく必要があると述べた(AP 9/8)。 

（３）党重役の交代 

８日に開催されたＭＰＬＡ党特別中央委員会に

おいて，ルイザ・ダミアオ氏が女性として初めて

同党の副党首に選出された。同氏は２０１２年以

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/36/MPLA-prioriza-combate-corrupcao-bajulacao,c8f4168c-4785-4b22-b236-bd772c50e22c.html
https://observador.pt/2018/09/08/joao-lourenco-eleito-novo-presidente-do-mpla-com-9858-dos-votos/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/36/MPLA-prioriza-combate-corrupcao-bajulacao,c8f4168c-4785-4b22-b236-bd772c50e22c.html
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降国会議員として活動しており，現在国会女性議

員グループの長でもある。また，ジャーナリスト

でもある同氏は２００７年～２００９年の間，ア

ンゴラ通信社（ＡＮＧＯＰ）の情報部長を務め，

その後同社取締役会役員（情報担当）も歴任した。

党の事務総長には，アルヴァロ・デ・ボアヴィー

ダ・ネト氏が選出された。同氏は現ビエ州知事で

あり，過去にナミベ州知事でもあった(JA 9/10)。 

（４）政治局の刷新 

ＭＰＬＡ党特別中央委員会は，新しく５４名を

政治局（Bureau Politico）のメンバーとして選

出。今回政治局入りを逃した者の中で特記すべく

は，パウロ・カソマ前事務総長，元軍人のディ

ノ・マトロッセ氏，ヒジノ・カルネイロ国会副議

長，ノルベルト・ガルシア元ＵＴＩＰ長官等が挙

げられる(AN 9/10)。 

（５）６州知事の交代 

１２日，ロウレンソ大統領は，ビエ，ルンダ・

スル，クネネ，ウアンボ，ウイラ，ザイレの６州

知事を罷免すると同時に，新しくビエ州知事にペ

レイラ・アルフレッド氏，クネネ州知事にヴィル

ジリオ・ダ・レスレイサオン・アドリアーノ・ト

ヨヴァ氏，ウアンボ州知事にジョアナ・リナ・ラ

モス・バティスタ・カンディド氏，ウイラ州知事

にルイス・マヌエル・ダ・フォンセカ・ヌネス氏，

ルンダ・スル州知事にダニエル・フェリックス・

ネト氏，ザイレ州知事にペドロ・マキタ・アルマ

ンド・ジュリア氏をそれぞれ任命した(JA 9/12)。 

（６）前クネネ州知事 

今回の州知事人事によって，将軍であり，長年

アンゴラ政治の中枢に位置してきたクンディ・パ

イアマ氏（７４歳）がクネネ州知事の座から降り

ることとなった。同氏は先般発表されたＭＰＬＡ

政治局（Bureau Politico）新メンバーのリスト

から除名されたところであった(AN 9/12)。 

２．外務省の内部監査 

１９日，アウグスト外相は，アンゴラ外務省の

管轄下にある在外公館等の組織において公金の不

適切な使用が確認されており，これを是正するた

め，今後内部監査を実施すると話した(AP 9/19)。 

３．タイ式詐欺事件 

最高裁判所は，ノルベルト・ガルシア元ＵＴＩ

Ｐ長官及びジョゼ・アルセニオ・マヌエル将軍に

対し自宅軟禁を命じた。４つの犯罪の容疑をかけ

られていたサシペンゴ・ヌンダ前アンゴラ国軍幕

僚長に関しては，証拠不十分として最高裁判所は

無罪を宣告した(OP 9/20)。 

４．「投資家査証」導入 

２０日，外国人に係る新法務制度に関する法案

が閣議を通過し，今後国会において審議がなされ

る。ジル・ファモーゾ移民局長官によれば，同法

案には，アンゴラにおけるビジネス環境改善を目

的とし，「投資家査証」を新しく発給する内容が

盛り込まれている。これまで投資家には「優遇査

証」を発給してきたが，手続きが非常に煩雑であ

り，新しく導入される「投資家査証」はこの問題

を改善することになる(JA 9/21)。 

５．ルアンダ市内の信号機 

ノーヴォ・ジョルナル紙によれば，ルアンダ市

内の信号機が一年以上稼働していない点について，

内務省が市内の信号機器の管理を行う Vlatacom

社に対し１３００万ドルの支払いを滞納している

ことが関係している(AN 9/23)。 

６．トマス前運輸大臣の勾留 

検察庁スポークスマンのアルヴァロ・ジョアオ

氏によれば，２１日，アウグスト・トマス前運輸

大臣が国家運搬委員会(Conselho Nacional de 

Carregadores)の資金の不正利用に関与したとし

て未決勾留された。同スポークスマンは，前大臣

の他，委員会の他のメンバーの何名かも同様に勾

留されていると述べた(NJ 9/21)。 

７．フィロメノ・ドス・サントス氏の勾留 

（１）２４日，フィロメノ・ドス・サントス前ア

ンゴラ・ソブリンファンド総裁（ドス・サントス

前大統領子息）は，同氏によるソブリンファンド

運営において，マネーロンダリング，公金横領，

詐欺，その他の疑いがあったとして未決勾留され

た。また，同事案に関与していた Jean Claude 

Bastos Morais 氏においても同様に勾留された。

先週の時点でフィロメノ・ドス・サントス氏及び

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/vice-presidente_do_mpla_almeja_fortalecer_a_coesao
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58968/eleito-novo-bureau-politico
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente_nomeia_novos_governadores_provinciais
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59007/pr-exonerou-seis-governadores-provinciais
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/38/Mirex-aperta-cerco-gestao-instituicao,235179bb-44ee-4b71-88f3-9c78186193f5.html
http://opais.co.ao/index.php/2018/09/20/nunda-ilibado-norberto-garcia-e-general-arsenio-em-prisao-domiciliaria/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/visto_para_investidores_coloca_fim_a_burocracia
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59111/divida-de-13-milhoes-de-usd-apaga-semaforos-em-luanda
http://novojornal.co.ao/politica/interior/ex-ministro-dos-transportes-augusto-tomas-detido---pgr-59843.html
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ヴァルテル・フィリペ前アンゴラ中央銀行総裁は

検察局により起訴されていた(JA 9/25)。 

（２）弁護士のサルヴァドール・フレイレ氏によ

れば，フィロメノ氏の勾留に関し，最短で３０日，

最長で９０日間勾留される可能性がある。同氏は，

フィロメノ氏が保釈金を支払い，勾留から逃れる

可能性について，保釈金の支払いを認めるかどう

かは検察庁が判断することであり，現時点で保釈

される可能性は低いと述べた(AN 9/25)。 

８．外資産還元法 

（１）２５日，フランシスコ・ケイロス法務・人

権大臣は，不法な形でアンゴラの資産が蓄財され

ている海外銀行が，同資産の送金手続きを妨害し

ているとし，銀行側から然るべく協力がなされて

いない点を指摘。 

（２）ルアンダにて，モタ・リス／アンゴラ検察

庁副長官は，スイス及びモーリシャス当局は，ア

ンゴラから不正に送金されている資金をアンゴラ

に還元することを支援する意思を表明していると

話した。副長官は国内還元されうる資産総額の詳

細については言及しなかったが，何百万米ドルも

の規模であると述べた(AN 9/26)。 

 

外交 

１．ＦＯＣＡＣ関係 

（１）二国間会談 

２日，ロウレンソ大統領は，中国の習近平国家

主席との二国間会談において，内戦後のアンゴラ

の国家再建プロセスにおいて，中国が手をさしの

べてくれ，アンゴラは中国の財政支援によって再

建されているとし，中国の支援に対し謝辞を述べ

た(JA 9/3)。 

（２）対中債務 

４日，北京にて，アルシェル・マンゲイラ財務

大臣は，アンゴラの対中債務残高は２３０億米ド

ルであると表明。同大臣は今後アンゴラが対中債

務を返済するためには，中長期的に収益をもたら

すプロジェクトを立ち上げる必要があると述べた。

今般ＦＯＣＡＣにおいて，中国はいくらかのアフ

リカ諸国が抱えている債務を免除する用意がある

と発表したが，これに対してマンゲイラ大臣はア

ンゴラが右対象国になるかどうかについては言及

せず。基本的にこの債務免除の対象となるのは，

開発が進んでおらず，経済力の弱い国である由

(OBS 9/5)。 

（３）更なる中国投資を呼びかけ 

４日，北京にて，ロウレンソ大統領は，習近平

国家主席に対し，アンゴラにおいて中国企業が国

内生産を多様化するための直接投資を増加させる

ことを期待すると述べた。大統領は，この投資は，

中国企業とアンゴラ企業とのパートナーシップを

通して行われ，技術及び科学的知見の共有，アン

ゴラ人の育成がなされることを期待するとも述べ

た。ロウレンソ大統領はアンゴラにおける投資環

境が改善している点も強調した(OBS 9/5)。 

（４）中国の新規融資 

アウグスト外務大臣によれば，アンゴラと中国

は，中国によるアンゴラへの新規融資の締結につ

いて，最終決定に係る交渉を９月末に遅らせるこ

とに合意した。アウグスト外相は，同融資に係る

合意文書は今年中に中国で署名されることになる

であろうとも述べた(AN 9/5)。 

（５）中国・アフリカ経済フォーラム 

１０日，中国・アフリカ経済フォーラムに参加

したアルナルド・カラド／アンゴラ・中国商工会

議所会頭はフォーラム終了後，１０００を超える

中国企業がアンゴラへの投資に関心を示している

と発言した。同会頭によれば，中国企業はアンゴ

ラへの投資に関心を有すると同時にビジネス環境

に対し改善も求めており，企業側からの提案に基

づいてアンゴラ政府との交渉にあたりたいと発言

(OP 9/11)。 

２．アンゴラ・ポルトガル関係 

（１）コスタ首相のアンゴラ訪問 

アンゴラ・ポルトガル公式対話の場において，

ロウレンソ大統領は，ポルトガル企業によるアン

ゴラへの直接投資を歓迎すると述べ，双方にとっ

て有益な協力関係を築く必要性を強調した。特に，

アンゴラで産出される原材料を用いた加工産業，

農業及び農産業における投資が期待され，これら

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/zenu_na_cadeia_de_sao_paulo
file:///C:/Program%20Files/MITS/TEMP/No%20mínimo%20estará%20preso%20durante%2030%20dias%20mas%20há%20crimes%20em%20que%20isso%20pode%20ser%20prorrogado%20até%2090%20dias,%20disse%20o%20advogado%20Salvador%20freire,%20presidente%20da%20associação
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59158/suica-e-ilhas-mauricias-repatriam-capitais-de-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente_da_republica_agradece_ajuda_chinesa
https://observador.pt/2018/09/05/divida-de-angola-a-china-ronda-os-23-mil-milhoes-de-dolares/
https://observador.pt/2018/09/05/presidente-angolano-pretende-investimento-direto-na-producao-de-bens-de-consumo/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58940/luanda-e-pequim-adiam-negociacoes-de-cooperacao
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の分野は，基本的消費財の国内需要を満たすとと

もに輸出品ともなり得ると話した。アントニオ・

コスタ葡首相は，「ポルトガルはアンゴラに開か

れており，アンゴラにおけるプレゼンスを高める

ことを望む。アンゴラとポルトガルは平等なパー

トナーであり，両国が双方の発展に寄与する関係

である」と述べた(JA 9/19)。 

（２）各種協定の署名 

アンゴラ・ポルトガル両国の間で多岐分野にお

ける複数の協定に署名がなされた。主なものは，

投資促進・保護相互協定（APPRI）の実施に関す

る共通意思表明，二国間協力の法務上のベースと

なる「協力戦略計画２０１８年－２０２２年」，

アンゴラ・ポルトガル間の課税に関する相互管理

支援協定，ポルトガルの対アンゴラクレジット・

ラインを１５億ユーロに増額する内容の協定， 

財政管理分野における技術協力（とりわけ公共部

門における契約及び管理）に関する協定，その他，

航空，農業並びに建設分野においてもそれぞれ協

力協定に署名がなされた(JA 9/19)。 

（３）対ポルトガル企業債務 

１８日，アンゴラ・ポルトガル企業フォーラム

の場において，マンゲイラ財務大臣は，アンゴラ

国営企業がポルトガル企業に負う債務額に関し，

現状確認できているのは約９０００万ユーロであ

るが，未確認債務が３億ユーロほど存在している

とされると発言。この３億ユーロ分の債務に関し

て，１１月までに債務額を確定したいと述べた

(OSB 9/18)。 

３．アンゴラ・ベルギー関係 

（１）ベルギー副首相兼外相の当地訪問 

１０日夜，Didier Reynders ベルギー副首相兼

外務大臣はルアンダに到着。１１日，同副首相兼

外相はアウグスト外務大臣及びロウレンソ大統領

と会談を行う予定。今回の訪問期間は２４時間と

されており，訪問の目的は両国間の協力関係の強

化である由(AP 9/11)。 

（２）ハイレベル会談 

１１日，Didier Reynders ベルギー副首相兼外

相はロウレンソ大統領と会談を終えた後，ベルギ

ーは，防衛，ダイヤモンド産業，運輸，港湾施設

管理分野においてアンゴラとの協力関係を強化す

る旨発言。この目標達成のため，２０１９年にベ

ルギーとアンゴラは共同委員会を立ち上げる見込

み。ダイヤモンド産業に関して，同副首相兼外相

は，ベルギーはアンゴラにおけるダイヤモンドの

商業化の分野ではなく，同産業における規制化，

透明性確保，生産管理の部門で協力を行いたいと

した(JA 9/12)。 

（３）コンゴ（民）情勢 

アンゴラとベルギーは，１２月２３日にコンゴ

（民）で実施予定の大統領選挙が，自由かつ信用

性，透明性のあるインクルーシブなプロセスの中

で実施される重要性について再確認した。Didier 

Reynders ベルギー副首相兼外相とアウグスト外

相は，コンゴ（民），ブルンジ及びギニア湾地域

に代表されるアフリカ大陸での紛争問題の解決に

支援を行う旨合意した(JA 9/12)。 

４．外務省諮問委員会 

（１）１０日，１１日の日程で，アンゴラ外務省

は第６回外務省諮問委員会を開催する。同委員会

は「アンゴラ外務省－新しい機会と挑戦」と題さ

れており，アンゴラが進めている国家開発計画，

経済外交等について議論がなされる。同委員会に

は各国の在外公館長も招集される(AP 9/7)。 

（２）第７回外務省諮問委員会のマージンにおい

て，アウグスト外相は，今年１１月までにメキシ

コ，ギリシャ，カナダに配置しているアンゴラ大

使館及びＣＰＬＰアンゴラ代表部を閉鎖すると発

表（ＣＰＬＰ代表部に関しては今後在ポルトガ

ル・アンゴラ大使館が兼轄することになる）。ま

た，ダーバン（南ア），フランクフルト（ドイ

ツ），カリフォルニア（米国）並びにファロ（ポ

ルトガル）に置いている領事館に関しても閉鎖す

る旨表明した(AP 9/10)。 

（３）１１日，第７回外務省諮問委員会が閉幕。

同委員会は戦略的パートナーとの友情・協力関係

を深め，更なる外国投資を呼び込むことを推奨。

また委員会は，今後人材育成に力を入れる必要性

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/cooperacao_fortalecida
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/dez_acordos_assinados_concretizam_ambicoes
https://observador.pt/2018/09/18/governo-angolano-assume-ja-90-milhoes-em-divida-certificada-a-empresas-portuguesas/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/37/Ministro-dos-Negocios-Estrangeiros-Belgica-desembarca-Luanda,d597d09a-cf33-4539-9063-ae7614807e01.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/belgica_pretende_alargar_cooperacao_com_angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_belgica_defendem_eleicoes_inclusivas_na_rdc
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/36/Politica-externa-angolana-debate-Conselho-Consultivo,fc194274-afe7-4c99-a246-213c6710727a.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/37/Angola-encerra-quatro-embaixadas-ate-Novembro,3983f987-0249-43ab-a529-5fdd65358592.html
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があるとともに国際条約をしっかりと順守してい

くことについても確認した(JA 9/12)。 

５．アゼベド大臣のＵＡＥ訪問 

アラブ首長国連邦の Abu Dhabi National 

Oil(ADNOC)社と Mubadala 社はアンゴラの石油，

ガス，農業分野への投資に関心を示している。同

国を訪問し，Sultan Hamed Al Jaber ア首連開発

大臣,ADNOC 及び Mubadala 社幹部と会談を行った

ディアマンティーノ・アゼベド鉱物資源・石油大

臣は，ソナンゴルが進める再生計画の見地からみ

て，このような対話の機会は有意義であると発言。

アゼベド大臣はまた，ア首連はアンゴラにとって

戦略国であり，近い将来ロウレンソ大統領が同国

を訪問予定であるとも述べた(JA 9/18)。 

６．アンゴラ・ノルウェー関係 

Havard Hokses 在アンゴラ・ノルウェー大使館

公使参事官は，ノルウェーにとってアンゴラはア

フリカにおける主要なパートナーであり，既存の

石油，エネルギー，漁業，法務部門における協力

関係を重視したいと述べた。２０１７年，ノルウ

ェーはアンゴラの石油企業に向けた投資促進を目

的として５０００万ドルの基金を設立した(AN 

9/20)。 

７．アンゴラ・国連関係 

（１）グテーレス国連事務総長との面談 

３日，北京にて，アントニオ・グテーレス国連

事務総長はロウレンソ大統領と会談し，国際社会

における多国間協力主義を重視する中で，アンゴ

ラは非常に重要な国の一つであると発言。また，

グテーレス国連事務総長はロウレンソ大統領を９

月末に開催が予定されている国連総会に招待し，

アンゴラの総会参加は我々にとって非常に意味の

あることであると述べた(JA 9/4)。 

（２）ロウレンソ大統領の国連総会出席 

ア ２４日，ニューヨークにて，ロウレンソ大統

領は，グテーレス国連事務総長と面談。主に地

域・国際情勢について意見交換が行われた(AP 

9/25)。 

イ ２５日，ロウレンソ大統領は，ニューヨーク

にてミゲル・ディアスカネル／キューバ国家評議

会議長と会談。主に二国間関係について意見交換

を行った(AP 9/26)。 

ウ ２５日，ニューヨークにて，ロウレンソ大統

領率いるアンゴラ政府代表団と米ボーイング社は，

アンゴラのボーイング機購入について交渉を実施

(AP 9/26)。 

エ ２６日，ニューヨークにて，マサーノ中銀総

裁は，連邦準備銀行との面談を予定。現在アンゴ

ラは米コルレス銀行からの信頼回復に向けた努力

を行っている(AP 9/26)。 

（３）ロウレンソ大統領の国連総会での演説 

２６日，ロウレンソ大統領は，ニューヨークで

開かれた第７３回国連総会の場において自身初と

なる演説を行った。ロウレンソ大統領は，スピー

チの中で，地域金融機関の強化をはじめとする貿

易及び経済の統合するシステムを促進し，経済成

長をより持続可能なものとするよう呼びかけた。

また，国連安保理を拡大し，異なる地政学的課題

に対応することが必要であると訴えた。大統領は，

アンゴラは国家間における協力，平和の強化，協

力関係の維持，二国間及び多国間貿易並びに投資

への支援を引き続き行うと述べた(AP 9/26)。 

（４）ロウレンソ大統領が帰路につく 

２６日，ロウレンソ大統領はニューヨークを発

ち，ルアンダへ向けて出発した。途中帰路におい

てスペインを立ち寄る予定(AP 9/27)。 

８．アンゴラ・米国関係 

（１）ロウレンソ大統領の演説 

２４日，国連総会出席のため訪米中のロウレン

ソ大統領は，米国商工会議所が主催した米国・ア

ンゴラビジネスフォーラムにおいて演説を行い，

主に下記の点について言及(JA 9/25)。 

・アメリカ企業にルアンダ新国際空港の運営及び

オペレーションに参画して欲しい。空港内の商業

施設，建設事業，ロジスティックスサービス，ホ

テル施設においても同様である。 

・バハ・ド・ダンデ港とそのロジスティック拠点

の建設に関する入札プロセスが開始される見込み。 

・第４の携帯電話オペレーターを決める国際入札

が開始されている。また Angola Telecom 社（国

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/pais_aberto_a_capitais__dos_emirados_arabes
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59082/angola-e-o-principal-parceiro-economico-da-noruega-em-africa
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59082/angola-e-o-principal-parceiro-economico-da-noruega-em-africa
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/onu_afirma_ser_prioridade_a_cooperacao_com_angola
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/39/Presidente-Republica-encontra-com-Antonio-Guterres,8c0a04de-aac5-4b05-a09e-a325ec4814e9.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/39/Presidente-Republica-encontra-com-Antonio-Guterres,8c0a04de-aac5-4b05-a09e-a325ec4814e9.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/39/encontra-com-lider-cubano,44e0d813-ad18-4772-9250-565075a0dc18.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/8/39/Angola-negoceia-novos-avioes-para-TAAG,e5a2ba6b-dc30-4096-844d-221a077b7e1d.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/8/39/BNA-Reserva-Federal-reunem-Nova-Iorque,ee022984-4418-491a-882e-d8aedec14702.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/39/Angola-defende-descentralizacao-sistema-financeiro-mundial,30b5ea7f-5962-4b18-86c5-6ad106cd1752.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/8/39/Presidente-Joao-Lourenco-deixa-Nova-Iorque,c3ef53ab-cc13-4fbb-87fb-a1274132ecb8.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/pais_aberto_a_investimentos
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営総合通信会社）に関して，一部資本を民間に売

却する予定。 

・民間部門への投資，とりわけ薬剤産業，トラク

ター及び農具を初めとした農業器機の製造，肥料，

種子等農業製品産業への投資に期待。 

・製鉄産業への米企業の参加に期待。アンゴラは

鉄の他に金，銅，レアメタル等の鉱物も有する。 

・鉄道公社の運営権付与。とりわけ，ベンゲラ鉄

道公社に関しては，ザンビア，コンゴ（民）で採

れる鉱物資源の輸送路となる（ロビト港より輸出

想定）。 

・ダイヤモンド産業において，今般ダイヤモンド

の商業化に関する規定に変更があり，短期間の内

に，ダイヤモンドメジャー各社からアンゴラ市場

再参入への関心が示されてきている。探査，生産，

原石の商業化，研磨産業，最終フェーズとなる宝

石への研磨各分野への投資に関心が示されている。 

・観光分野におけるポテンシャルは高い。沿岸地

域におけるホテル及びリゾート建設のみならず，

国際クルーズ船の寄港地となることも目指す。農

村部及び自然公園等への観光客の誘致も推進する。 

・「民間投資法」，「競争法」の施行，新為替相

場制度の導入等の諸政策は，民間投資への障害を

取り除くことに寄与する。 

（２）民間投資ガイドブックの発表 

ロウレンソ大統領が第７３回国連総会出席のた

めに訪米した際にアンゴラへの投資誘致を目的と

して作成されたアンゴラ投資ガイドブックが発表

された。同ガイドブックはアンゴラへの投資促進

を目的として、米商工会議所（Amcham Angola）

アンゴラ支部，Amcham USA，アンゴラ政府，アン

ゴラ民間投資輸出促進庁(AIPEX) が共同で作成し

たもの（Amcham Angola HP）。 

 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版

の９月期の年間インフレ率は，21.60%だった。月

間物価上昇率は 4.75％。最も物価上昇に影響を

与えたのは「住居・水・電気・燃料」のカテゴリ

ーで 43.33%の上昇(NJ 10/16)。 

 

 

（２）金利 

ア ２１日に開催された金融政策委員会（CPM）

は，政策金利を１６．５％で維持と発表。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行がＢＮＡ

に預けている準備預金のうち，法定額を超過した

部分に対する利率）は０％で維持。 

ウ クワンザ建て銀行口座における最低預金額は

１７％，外貨建てに関しては１５％で維持。 

 

（３）為替市場 

 ９月３０日，為替相場は１USD＝294.46802AKZ

で推移。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 
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（５）マネーサプライ統計 
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（７）主要貿易統計 
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２．石油・ガス 

（１）精油所建設案件 

ディアマンティーノ・アゼベド鉱物資源・石油

大臣は，政府の進めるロビト及びカビンダ精油所

建設計画について，１０月までに建設に係る調査

プロセスが完了すると述べた。カビンダ精油所の

運営は，将来的に民間の手に託され，生産能力は

４～６万バレル／日となることが想定されている

(VE 9/10)。 

（２）８月石油生産 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

歳入総額 43.5 48.8 45.9 40.2 35.3 27.3 19.5 18.9

歳入総額 内，石油

由来 
33 39 37.3 30.1 23.8 15.4 9.5 8.7

歳出総額 40 40.2 41.3 40.5 41.9 30.6 23.6 25.6

歳出総額 内，経常

支出 
28.6 30 29 28.5 29.4 24.7 19.1 20.7

歳出総額 内，公的

投資 
11.4 10.2 12.3 12 12.5 6 4.5 5

総財政収支 3.4 8.7 4.6 -0.3 -6.6 -3.3 -4.1 -6.7

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（総

GDP比） 

-26.2 -26.9 -29.2 -28.2 -28.1 -15.9 -10.2 -11.5

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（非

石油GDP比） 

-47.4 -51.1 -53.7 -47.4 -43.2 -20.9 -12.9 -14.1

総公的セクター債務

（ソナンゴル含む） 
44.3 33.8 29.5 32.9 40.7 65.4 71.6 62.8

歳入総額 

歳入総額 内，

石油由来 

歳出総額 

歳出総額 内，

経常支出 

歳出総額 内，

公的投資 

総財政収支 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（総GDP

比） 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（非石油

GDP比） 

総公的セクター

債務（ソナンゴ

ル含む） 
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１２日に発表されたＯＰＥＣの報告書によれば，

８月のアンゴラの石油生産は１４４万８０００バ

レル／日で，７月の１４５万６０００バレル／日

から８０００バレル減少した。生産は減少してい

るものの，依然アンゴラはナイジェリアに次ぐア

フリカ第二位の産油国(OBS 9/12)。 

（３）石油製品販売会社 

アンゴラ政府は，最近ＭＰＬＡ政治局から落選

したディノ将軍が手がけていた Trafigura 社と結

んでいた石油販売契約を解消し，仏トタル社と同

契約を締結。Trafigura 社にとって同契約はアン

ゴラにおける最後のビジネスであった。昨年の契

約において，Trafigura 社は，１１０万トンの燃

料の販売を手がけ，事業規模は４億５０００万ド

ルに達した。２０１９年以降，トタル社はソナン

ゴル向けに石油製品の販売を行う(AN 9/14) 。 

（４）ソナンゴル新再編計画 

ロウレンソ大統領は，ソナンゴルの新再編計画

を承認。同計画は同社の競争力及び収益率を伸ば

し，国際基準のクオリティー，衛生，セキュリテ

ィー，環境への配慮を軸にしたヴァリューチェー

ンを構築することを目的の一つとしている。新再

編計画は，石油産業の持続可能性及び成長を促進

するため，石油セクターの再編の必要性があると

して立案された(JA 9/27)。 

３．金融・為替 

（１）外貨放出予定の公表 

今後中央銀行は，各月の最終営業日に翌月の外

貨オークション開催日程及び各オークションにお

ける月間外貨放出額（予定）を HP上に公表する

と発表した。同発表によれば，９月の外貨放出総

額（予定）は７億ドルとされ，オークションは８

回に分けて実施される見込み(AP 8/31)。 

（２）米ドルでの外貨オークション 

８月２９日の外貨オークションにおいて，３０

００万米ドルが市中銀行に向けて放出された。外

貨オークションにおいて米ドルが放出されたのは，

今年１月の管理為替相場制の導入後初。現在対ド

ルレートは２７６．６クワンザで推移 (EX 8/31)。 

（３）外貨直接販売の打ち切り 

１８日，アンゴラ中央銀行は，１０月１日以降

外貨の直接販売を打ち切る旨発表。今後外貨を必

要とする企業は市中銀行への申請を通じて資金調

達を行うこととなり，市中銀行の裁量が幅をきか

せることになる(AP 9/18)。 

（４）外貨オークション 

アンゴラ中央銀行は，１０月，総額６億５００

０万ドルを市中銀行に向けて放出すると発表。９

月は総額７億ドルを放出した。中銀はまた，１０

月以降，各週最後の営業日に翌週放出が予定され

る外貨額を発表することとすると発表。１０月は

１４回のオークション実施を予定(AP 9/25)。 

（５）マサーノ中銀総裁の発言 

マサーノＢＮＡ総裁は，以前のように米ドルが

アンゴラ国内で流通することは今後起こりえない

と述べた。米ドルの過度な流通はマネーロンダリ

ング及びテロ活動への融資活動を助長する可能性

を生み，これらを防止する観点からアンゴラは脱

米ドル化を行ったと発言した(JA 9/27)。 

（６）外貨準備高下落 

アンゴラ中央銀行の暫定報告によれば，８月時

点での外貨準備高は１２６億６２００万米ドルと

なり，７月から１３億４０００万米ドル減少した。

現在の外貨準備高は２００９年にアンゴラがＩＭ

Ｆに技術支援を依頼した時以来の低水準(DN 9/5)。 

４．国家鉱物資源局の設立 

Endiama 社及び Ferrangol 社はこれまで有してい

たコンセッショナリーとしての権限を失い，今後

新設される国家鉱物資源局（Agência Nacional 

de Recursos Minerais）が同権限を行使すること

になる。本件ソナンゴルが国家石油・ガス院に権

益付与権限を移譲した事例に続くものである(VE 

9/3)。 

５．ダイヤモンド開発 

ロシアの国営ダイヤモンド会社である Alrosa

社は，アフリカにおける戦略的目標の中で最も重

視しているのはアンゴラにおけるプレゼンス拡大

であると表明し，昨今のアンゴラ政府によるダイ

ヤモンド取引構造の改革を賞賛した。現在同社は

ダイヤモンド公社である Endiama 社と共同で，ル

https://observador.pt/2018/09/12/producao-petrolifera-de-angola-desce-oito-mil-barris-por-dia-em-agosto/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59026/trafigura-perde-ultimo-grande-contrato-em-angola-total-reforca-presenca-no-mercado
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/aprovada_reestruturacao_da_companhia_sonangol
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/7/35/BNA-estabelece-calendario-valores-mensais-leiloes-divisas,34bd38c6-0c33-423d-98e8-931c291e3f47.html
http://expansao.co.ao/artigo/100241/bna-leva-a-leilao-30-milhoes-usd-o-primeiro-em-dolares-desde-o-inicio-da-nova-politica-cambial?seccao=exp_merc
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/8/38/BNA-acabara-com-vendas-directas-divisas,cfa7f5a0-991d-441b-8b06-60e6f0b7af70.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/8/39/BNA-vai-colocar-USD-650-milhoes-Outubro,704a28f3-7337-45d7-aaa7-2e5a70fa2b1b.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/circulacao_do_dolar_nao_sera_como_antes
https://www.dn.pt/lusa/interior/reservas-internacionais-angolanas-em-minimos-desde-a-ultima-assistencia-do-fmi-9805205.html
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/4248-endiama-e-ferranagol-deixam-mesmo-de-ser-concessionarias
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/4248-endiama-e-ferranagol-deixam-mesmo-de-ser-concessionarias
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アシェダイヤモンド鉱山において新規プロジェク

トの実施を検討しており，同プロジェクトが実現

すればＣＡＰＥＸは５～６億米ドルの規模となる。

ルアシェは過去６０年間に発見されたキンバーラ

イトパイプの中でも世界最大規模である由(VG 

8/31)。 

６．Moody’s 社の評価 

（１）Moody’s社は，アンゴラ政府がＩＭＦに

実施を依頼したＥＦＦについて，同プログラムは

アンゴラの財政及び債務状況を改善させ，国が進

める改革を推し進めることとなるであろうと評し

た。また，最大４５億ドルにのぼるＩＭＦの財政

支援は，過去３年間の財政収支の急激な悪化に起

因し，アンゴラが喫緊に資金を必要としているた

めであると評した。ＥＦＦに関するアンゴラとＩ

ＭＦとの協議は１０月に開始される見込み。

Moody’s社は，アンゴラの今年の成長率を２％

と予測している(EX 8/31)。 

（２）Moody’s社は南アのヨハネスブルグで開

催された投資家向けのイベントにおいて発表を行

い，アンゴラを含む５カ国のサブサハラアフリカ

諸国を「政治的リスクを改善し安定化の方向に向

かっている」と評価した(JA 9/16)。 

７．中国による融資 

財務省の文書によれば，アンゴラ政府は，中国

の国家開発銀行から供与を受けた７億６０００万

米ドルのクレジット・ラインを，４月分の給与の

支払い及び５月分の国内債務の返済に充てたとさ

れる。この決定に対し，中国の国家開発銀行は不

満を抱いており，今後同じようなことが発生すれ

ば，支援を中止せざるを得ないとの立場を表明

(EX 9/7)。 

８．８月インフレ率 

国家統計院（ＩＮＥ）の報告書によれば，８月

の年間物価上昇率は１８．５６％に下落（昨年８

月の年間インフレ率は２５％ほどであった）。月

間物価上昇率に関しては１．２１％を記録(OBS 

9/12)。 

９．ブラジルセミナー 

（１）アンゴラ・ブラジル貿易 

ブラジル人企業家・役員協会（ＡＥＢＲＡＮ）

の主催のもとルアンダで開催された経済フォーラ

ムにおいて，パウリーノ・ネト駐アンゴラブラジ

ル大使は，両国間の貿易について，一昔前までは

ブラジルはアンゴラから主に石油を輸入していた

が，昨今のブラジルにおける石油生産能力の増加

に伴い，輸入する必要性がなくなりつつある（現

在ブラジルは日産４００万バレルを生産）。他方，

ブラジルからアンゴラへの輸出は，肉類，砂糖，

加工食品等の農業製品がほとんどである由。ネト

大使は，アンゴラからブラジルへの投資例として

Angola Cables 社による光ファイバーケーブルの

事例を挙げ，同様の投資例が今後活発になること

を期待していると述べた(OBS 9/13)。 

（２）農業協力 

アルレテ・リンスＡＥＢＲＡＮ会頭は，ブラジ

ルの農業組合によって組織される代表団がビジネ

スチャンスを模索するため９月２１日に当地を訪

問する予定である。同会頭は，ブラジルのアグリ

ビジネスの知見はアンゴラでも活用することが出

来ることを現地調査を通じて既に確認済であると

述べた(OP 9/13)。 

１０．ＴＡＡＧの民営化 

２０日，ロウレンソ大統領は，国営航空会社の

ＴＡＡＧを株式会社に転身させる旨の大統領令に

署名した。この変化は同社民営化への第一歩とな

る。これに伴い，同社取締役会も刷新され，クヴ

ィングア前ＣＥＯが解任され，新しくエルデル・

プレザ氏が同職に就任(OBS 9/20)。 

１１．アンゴラの成長率下方修正 

格付け会社の Fitch 社は，２０１８年のアンゴ

ラの成長率は２．８％から１．５％に下方修正し

た。また，来年の成長率についても２．６％から

２．３％に下方修正した。同社は，「アンゴラは

不況から脱しつつあるが，石油生産の減少に伴い，

経済回復は予想していたよりも緩やかなものにな

る」と評価。２０２０年に関しては，２．２％か

ら２．６％に上方修正(AN 9/20)。 

１２．ＥＩＵの評価 

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/moodys_diz_que_angola_se_encontra_no_caminho_da_estabilidade
https://observador.pt/2018/09/12/inflacao-em-angola-desce-para-185-em-agosto/
https://observador.pt/2018/09/12/inflacao-em-angola-desce-para-185-em-agosto/
https://observador.pt/2018/09/13/brasil-quer-diversificar-e-investir-mais-em-angola/
https://observador.pt/2018/09/20/presidente-de-angola-decreta-transformacao-da-taag-em-sociedade-anonima/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59089/fitch-corta-em-quase-metade-previsao-de-crescimento-de-angola
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英 EIU は，債務返済不能状況に陥る危険性を鑑

み，アンゴラ政府は融資の取り付けに対して慎重

になるべきであると進言。現在アンゴラが中国と

交渉中の１１０億ドルの新規クレジット・ライン

締結に関して，必要とされる分野への融資を実施

する意味で非常に効果的なものであるが，国家債

務を増幅させることにもつながると分析(OBS 

9/23)。 

１３．国際投資状況 

ＢＮＡが公表した「収支及び国際投資状況に関

する報告書（２０１７年）」によれば，２０１７

年，アンゴラから海外への投資額は１３億５２０

０万ドルであり，この額は海外からアンゴラへの

投資額（石油・ダイヤモンド部門を除く）であっ

た２７２０万ドルをはるかに上回る値。なお，同

年の海外からアンゴラへの石油部門への投資額は

５９億６７３０万ドルであり，２０１６年の１０

７億８０２０万ドルから大きく減少(EX 9/21)。 

１４．英国の地雷除去援助 

英国は５１００万ドルをアンゴラを含む９カ国

における地雷除去活動に拠出する。Paul 

McCann/Halo Trust 広報部長によれば，「本支援

はアンゴラにとって有益である。近年，地雷除去

への融資が減少してきており，一時期は１万２０

００人が同分野で活動していたが，現在は２００

人ほどに落ち込んでいる」と述べた(OSB 9/6)。 

１５．不良債権問題 

アンゴラ中央銀行は，５つの銀行が全体の不良

債権の９５％を抱えていると発表。これに対して

エコノミストであるユリ・キシナ教授は，最大の

懸念事項は，このうち８１．４９％の不良債権を

国営銀行が抱えている点であり，アンゴラにおい

ては，経営状態が悪化した銀行が破産することは

まれであり，多くの場合政府が救済措置を行う点

を批判(OP 9/12)。 

１６．ＦＡＯ 

ＦＡＯの報告書によれば，アンゴラ国民の２３．

９％が飢餓に苦しんでおり，これは約６９０万人

に相当する。この統計に対し，マルコス・ニュン

ガ農業・森林大臣は，相当数のアンゴラ人は苦し

い生活環境に置かれているのは事実であるが，こ

こまでの人数が飢餓に苦しんでいることはないと

反論(OBS 9/13)。 

１７．銀行セクター 

１３日，Deloitte が公表した情報によれば，

２０１７年，アンゴラで活動する市中銀行の不良

債権比率は４０．２％であった。同比率は２０１

６年の約１３％から大きく増加した。市中銀行に

よる融資量に関して，２０１６年期に比べて減少。

現在ＢＰＣ，ＡＴＬ，ＢＡＩ，ＢＩＣ，ＢＦＡの

５行がアンゴラ市中銀行最大の融資元(OBS 9/13)。 

１８．イザベル氏の批判 

企業家のイザベル・ドス・サントス氏は，自身

のツイッターにおいて，「原油価格が８０ドル／

バレルに近づいている。過去一年は高い油価で推

移しているのにも拘わらず，アンゴラは深刻な経

済危機の渦中にあり，アンゴラ企業は深刻な財務

危機にある。政府の戦略は一体何なのか」とロウ

レンソ大統領が実施する政策に疑問を呈した(OBS 

9/13)。 

１９．ＵＮＤＰ人間開発指数 

２０日，ＵＮＤＰは「サブサハラアフリカにお

ける収入の不平等の傾向」と題される調査結果の

発表を行った。バリャデリ当地国連駐在調整官は，

アンゴラは人間開発指数を改善してきており，現

在１８９カ国中１４７位であり,昨年の１５０位

から順位を上げるとともに，昨年までの後発開発

途上国の分類から抜け出し，開発途上国に分類さ

れた。１９９０年以降，アンゴラの平均寿命は２

０．１歳伸びてきている(AP 9/21)。 

２０．第一四半期成長率 

２０１８年第一四半期のアンゴラのＧＤＰ成長

率は，昨年同期比でマイナス２．２％であった。

今年第一四半期のアンゴラ経済ＧＤＰ構成の内主

なものは，石油・ガス（３３％），貿易（１

５％），建設（１２％）であった(AO24 8/29)。 

２１．ＷＡＳＣ海底ケーブルに不具合 

ＷＡＣＳ（西アフリカケーブルシステム(West 

Africa Cable System)：ケープタウンとロンドン

とを結ぶ光海底ケーブルであり，ＳＡＣＳ（南大

https://observador.pt/2018/09/23/analistas-da-economist-dizem-que-angola-deveendividar-se-de-forma-sensata/
https://observador.pt/2018/09/23/analistas-da-economist-dizem-que-angola-deveendividar-se-de-forma-sensata/
https://observador.pt/2018/09/06/angola-entre-paises-beneficiados-com-ajuda-britanica-de-51-milhoes-de-euros-para-desminagem/
file:///C:/Program%20Files/MITS/TEMP/O%20ministro%20da%20Agricultura%20e%20Florestas%20de%20Angola,%20Marcos%20Alexandre%20Nhunga,%20disse%20esta%20quarta-feira%20que%20o%20país%20tem%20alguma
https://observador.pt/2018/09/13/credito-vencido-em-angola-registou-aumento-significativo-para-os-402-em-2017/
file:///C:/Program%20Files/MITS/TEMP/Preço%20do%20barril%20está%20atingir%20barra%20de%2080$/barril.Faz%20quase%201ano%20de
file:///C:/Program%20Files/MITS/TEMP/Preço%20do%20barril%20está%20atingir%20barra%20de%2080$/barril.Faz%20quase%201ano%20de
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/sociedade/2018/8/38/Angola-emerge-para-classificacao-media-IDH,80392bbc-219f-4076-9da5-1128d6e6f999.html
http://angola24horas.com/index.php/economia/item/11384-pib-angolano-caiu-2-2-no-1-trimestre-de-2018
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西洋ケーブルシステム(South Atlantic Cable 

System)とは異なる）の海底ケーブルが，９月１

８日早朝，アンゴラ沿岸のサンガノビーチ沖で切

断される事態が発生した。同ケーブルの切断によ

りアンゴラ・ケーブルズ社がＷＡＣＳから供与を

受けているサービスが停止しており，同社はケー

ブルの改修作業のために支援を行っている。アン

トニオ・ヌネス同社ＣＥＯによれば，１０月中に

は改修作業が終了する見込み(OP 9/24)。 

２２．ＩＭＦミッションの来訪 

９月２６日～１０月５日の間，拡大信用供与

（ＥＦＦ）の実施に関する協議を行うため，

Mario de Zamaroczy 氏をヘッドとしたＩＭＦミ

ッションがアンゴラを訪問。当初は訪問開始時期

を１０月と予定していたがこれが前倒しされた形

となった(OBS 9/26)。 

２３．上半期の非石油部門税収増 

今年上半期の非石油部門からの税収は８９８０

億クワンザとなり，昨年同期比で１８％の上昇を

記録。この税収増は，昨今政府が徴税システムに

おいて情報テクノロジーの活用を始めたことによ

るもの(AP 9/27)。 

２４．ＳＡＣＳの引き渡し 

２７日，ＮＥＣ社が工事を請け負った光海底ケ

ーブルがアンゴラケーブルズ社に引き渡され，正

式に南大西洋ケーブルシステム（ＳＡＣＳ）が稼

働を開始する。アンゴラケーブルズ社のＳＡＣＳ

は最先端の海底ケーブルシステムを有しており，

ＮＥＣ社により製造，施設がなされ，アフリカと

南アメリカ大陸とを結ぶものである。アントニ

オ・ヌネス／アンゴラケーブルズ社ＣＥＯによれ

ば，「西アフリカケーブルシステム」及び「ＭＯ

ＮＥＴケーブルシステム」に加え，ＳＡＣＳがア

フリカのハブとして機能することにより，アメリ

カ，アフリカ，欧州，アジア間の通信サービスを

より直接的かつ効率的につなぐことを目指してい

る(PA 9/27)。 

２５．航空会社に対する債務 

国際航空運送協会（ＩＡＴＡ）によれば，アン

ゴラはベネズエラ，バングラデシュに次ぎ，世界

で３番目に航空会社への滞留債務額が高い国であ

る。同協会によれば，アンゴラの滞留債務額は１

億３７００万米ドルに上る。６月にマサーノＢＮ

Ａ総裁は，年始の時点で５億４０００万ドルであ

った航空会社への滞留債務額は１億ドルに減少し

ており，７月には全て弁済される見込みであると

話していた(AN 9/27)。 

２６．アンゴラ・中国関係 

（１）アンゴラ・中国貿易関係 

アンゴラ・中国貿易関係について，１９８３年

の両国の貿易総額は，わずか３０００万ドルであ

った。二国間の貿易関係がピークに達したのは２

０１２年であり，貿易総額は，３７６億１００万

ドル（内アンゴラからの輸出：３３５億６２００

万ドル，中国からの輸入：４０億３９００万ドル）

を記録した。これに対し，２０１７年の貿易総額

は２２６億１０００万ドル（内アンゴラからの輸

出：２０３億５０００万ドル，中国からの輸入：

２２億６０００万ドル）であった(EX 8/31）。 

（２）中国人労働者の増減 

アフリカで働く中国人の数は２０１１年以降２

０１５年まで増加傾向にあった。２０１５年時点

では，２６万３６５９人の中国人労働者（建設，

サプライヤーの契約に基づいた）がアフリカ大陸

で働いており，この内４万４１０６人はアンゴラ

において労働していた。コモディティー価格の下

落を受け，翌２０１６年にはアフリカ全体の中国

人労働者数は，２３万２５１８人に減少し，アン

ゴラにおける労働者数も２万９４２８人に落ち込

んだ。（出典は全て(EX 8/31)） 

（３）中国の新規クレジット・ライン 

アンゴラが中国と交渉中のインフラ部門に向け

た１１７億ドルの新規クレジット・ラインに関し

て，中国は融資を行うプロジェクトに関して，よ

り詳細な情報提供をアンゴラ側に求めている。中

国外務省筋によれば，１年ほど前から中国政府は

アンゴラのプロジェクトへの融資に対してより厳

格な目をもって接するようになってきている(EX 

9/21)。  

（４）アンゴラ経済の中国依存 

https://observador.pt/2018/09/26/fmi-em-luanda-para-negociar-financiamento-de-4-500-milhoes-de-dolares-a-angola/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/8/39/Receita-fiscal-nao-petrolifera-cresce-por-cento,d056f3f9-2ede-47d9-8407-426b0a9e3258.html
https://www.portaldeangola.com/2018/09/27/angola-cables-entrada-em-funcionamento-do-sacs-vai-revolucionar-a-conectividade-global/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/59171/angola-e-o-terceiro-maior-devedor-mundial-as-companhias-aereas-iata
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Fitch Solution 社のアナリストは，アンゴラ

経済に関して，少なくともこの先５年の間は，中

国の融資への依存の傾向は続くと分析。アナリス

トによれば，アンゴラが融資国の多角化を推し進

めようとしていることは見て取れるが，依然とし

て中国への依存度は高く，今後７８のインフラプ

ロジェクトを対象とした１１０億ドルの新規クレ

ジット・ラインを締結することにより同国への依

存傾向は続くと見られる(OBS 9/27)。 
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https://observador.pt/2018/09/27/angola-vai-continuar-a-depender-do-financiamento-da-china-durante-os-proximos-anos/

